
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

学校名【 県立羽生第一高等学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学年･人数） 
１・２年希望者 ８４名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

②行事名（パラドリームアスリート体験型講演会） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・パラアスリートと一緒にパラリンピック種目である「ブライン

ドサッカー」を体験することで、新たな一歩を踏む出すきっかけ

を作る。 

・人間の多様性を認め合い、人間の強さやすごさを身をもって体

験する。 

５ 取組内容 令和２年１０月１６日（金）   

加藤 健人 氏の入場・紹介 

加藤 健人 氏の講演 

ブラインド・サッカーの体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

・パラリンピック競技である「ブラインド・サッカー」に対する

理解が深まった。 

・障害者スポーツに対する理解が深まった。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・先生と生徒が一緒の研修を受けた。 

・参加者全員に体験してもらうため、希望者とした。 

・体験する内容も一律ではなく、変化を持たせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８主な課題等 「あすチャレ school！」へ応募を検討している。採用されなけ

れば実施できないため、計画を組む上での調整が困難である。 

９来年度以降の

実施予定 

現段階では未定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

学校名【 県立羽生第一高等学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

（学年･人数） 
全学年（５７９名） 

 

３展開の形式 （２） 学校における活動  

②行事名（トップアスリート講演会） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・オリンピアンの講演会を通じて、アスリートの生き方やスポー

ツに関する様々なキャリアを学ぶ 

・トップアスリートを身近に感じ、生徒自らもチャレンジするき

っかけを作る。 

 

５ 取組内容 令和２年１２月１日（火）   

千葉 真子 氏の紹介 

千葉 真子 氏の講演（リモートによる講演） 

講演「命を輝かす人間」 

生徒代表お礼の言葉 

記念写真撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

・国際舞台を経験しているオリンピアンから「目標に向かって一

日一日を大切に。あとに悔いを残さないように頑張ってほしい

と」とエールの言葉をもらい、生徒たちの心に響いた。自分も目

標や夢に向かって努力しようというやる気につながった。 

・困難を乗り越えて、目標を達成することの大切さ、素晴らしさ

を再確認することができた。 

・トップアスリートの生の声を聞いて、トップアスリートでしか

感じられない感覚を聞くことができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・新型コロナウイルス感染症予防の観点からオンラインで講演

会を実施した。 

・事前に質問は講演者に送付しておき、講演の中で回答に触れ

てもらうようにした。 

・記念写真（生徒会本部役員・陸上競技部員）を撮影した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８主な課題等 ・Chrome book とプロジェクタを用いて各教室で全校生徒が

視聴する形式としたが、Zoom での実施ということで一部うま

くつながらなかったりする場面があった。 

・費用の範囲内で講演をしてくれる人選が課題である。 

 

９来年度以降の

実施予定 

現段階では未定である。 

・講演費用が何とかなれば、次年度も継続したい。 

・できれば現役アスリートの講演・交流を通して、スポーツの理

解やその学びをさらに深めていきたい。 

 

 


